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― 注 意 事 項 ― 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開かないでください。 

２．試験開始の合図のあと，問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を必ず記入してく

ださい。 

３．解答は横書きで記入してください。 

４．解答用紙には，解答欄以外の場所に何も書かないでください。 

５．下書きには，問題冊子の余白を使用してください。 

６．解答用紙は，原則として交換しませんので，傷めないように注意してください。 

７．試験終了後，問題冊子および解答用紙を持ち帰らないでください。 
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今年の「こどもの日」に以下の問いかけが新聞に掲載されました。 

動画やゲームに夢中になり，片時もスマートフォンを手放せないという子どもは多いだろう。た

まには距離を取り，違った楽しみや喜びを見つける機会にしたい。 

きょうは「こどもの日」だ。子どもたちの健やかな成長を，家族だけでなく，地域や社会全体で支

えていくことが大切だろう。 

 取り巻く環境は近年，大きく変わった。社会は少子化が進み，デジタル化も急速に進展した。 

 国の調査では，中高生の大半が自分のスマホを持ち，小学生も１０歳以上は７割が所持している。 

 利用目的は，いずれも動画がトップで，これにゲームなどが続いている。勉強やＳＮＳを利用し

た部活動の連絡なども含め，スマホは今や，子どもたちの生活に深く入り込んでいる。 
  それに伴い，依存の問題も深刻化してきている。小中高校生が平日にインターネットを利用す

る時間は，１日あたり５時間を超えた。夜中にスマホを見続けて睡眠不足になる子どもも珍しくな

い。 
 スマホの利用に長時間を費やすことで，外出やスポーツ，読書など他の活動にあてる時間がなく

なるなどの弊害は軽視できない。 

 ＳＮＳ上に投稿されたアイドルや友人の画像と自分を比較し，容姿などに劣等感を覚えてストレ

スを感じてしまう，といった事例も報告されている。 

 ＳＮＳやゲームを通じて見知らぬ人と知り合い，その結果，事件に巻き込まれたり，性被害を受

けたりすることもある。利用時間や使い方には注意が必要だ。 

 最近は，デジタル機器から一定時間，離れて過ごす「デジタルデトックス」や，触れる時間を減ら

す「デジタルダイエット」の取り組みが広がっている。 

（中略） 

 欧米では，ＳＮＳによる負の影響を深刻にとらえ，子どもの利用を規制する動きも出ている。日

本も各国の取り組みの効果を検証しながら，子どもたちにとって適切なデジタル環境を議論する時

期にきているのではないか。 

  

（出典：「こどもの日 デジタルを離れ楽しさ探そう」，『読売新聞オンライン』，2025 年 5 月 5 日，「社説」） 

 

この記事にも書かれているように，近年デジタルから離れて過ごす取り組みが広がっています。あ

なたが保育者になったら，子どもがデジタルから離れるために，保育現場や家庭においてどのような

取り組みが必要だと考えますか。また，そう考えるのはなぜですか。 

800 字以上 1,000 字以内で述べてください。 

なお，文頭に自分の考えや主張がはっきりするような題目を記入してください（題目は字数に含ま

れません）。 

 

  

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


